
     

平成 29年 8月 18日 

公益社団法人 砂防学会 

 

平成 29年九州北部豪雨による土砂災害に係わる第 2次緊急調査の実施 

 

 

 

           

 

１ 調査団メンバー 別紙参照 4班編制 総勢 15名 

◆調査団長 朝倉 1班 班長 

海堀 正博（かいぼり まさひろ）広島大学大学院総合科学研究科農学研究院 教授 

◆朝倉２班 班長 

 久保田哲也（くぼた てつや）九州大学農学部 教授 

◆朝倉 3班 班長 

 水野 秀明（みずの ひであき）九州大学農学部 准教授  

 ◆日田班 班長 

  地頭薗 隆（じとうその たかし）鹿児島大学農学部 教授 

  

２ 現地調査対象場所および調査内容 

 ◆朝倉 1班～3班： 

赤谷川、寒水川、北川、奈良ヶ谷川、妙見川等の土石流、斜面崩壊、流木被害状況調査 

今後の危険性、対策についての状況調査等 

◆日田班：日田市小野地区地すべりを中心とした現地の状況調査、主たる災害誘因、 

地すべり規模、今後の対策等 

  

３ 行程 

 8月 18日 福岡集合  

     19日 九州大学にて打合せ後、班別で現地調査 調査終了後打合せ協議 

   20日 現地調査後 調査結果報告会 調査結果整理等 

 

問い合わせ先 

公益社団法人 砂防学会  

事務局長：杉浦信男  tel 03-3222-0747  

所在地：東京都千代田区平河町２－７－４ 砂防会館別館３階 

E-mail sabou@js5.so-net.jp 

URL:http://www.jsece.or.jp/indexj.html 

 

九州北部の豪雨により発生した土砂災害に関し、現在の被害状況把握を行い、災害原因の解明

ならびに被害の拡大状況、今後の対策等を検討するため、砂防学会副会長を団長とする土砂災

害専門家による現地調査を、8月 19日から実施します。         

http://www.jsece.or.jp/history/indexj-2.html

